
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
刊
行
に
あ
た
っ
て

東
京
芸
術
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
美
術
学
校
お
よ
び
東
京
音
楽
学
校
の
創
立
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
同
大
学
百
年
の
歴
史
を
、
そ
の
創
立
前
史
を
含
め
て

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』
と
し
て
刊
行
す
る
。
当
初
全
六
巻
の
予
定
で
あ
っ

た
が
、
資
料
収
集
と
編
集
作
業
の
進
展
に
伴
な
っ
て
計
画
が
ふ
く
ら
み
、
い
ま
全
十
巻

（
東
京
美
術
学
校
篇
三
巻
、
東
京
音
楽
学
校
篇
二
巻
、
美
術
学
部
篇
一
巻
、
音
楽
学
部
篇
一
巻
、
浪
奏
会
篇
二
巻
、
制
度
篇
一
巻
）
と
し
て
刊
行
の
予
定
で
あ
る
。

学
内
に
百
年
史
編
集
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
こ
の
計
画
が
具
体
化
し
た

の
は
昭
和
五
十
六
年
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
す
で
に
そ
れ
以
前
よ
り
美
術
学
部
美
術
教
育
学

研
究
室
、
教
育
資
料
編
纂
室
お
よ
び
音
楽
学
部
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
大
学
に
お
け
る
芸
術
教
育
史
資
料
の
収
集
と
研
究
は
進
め
ら
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
蓄
積
さ
れ
た

資
料
を
基
礎
に
、
改
め
て
そ
の
充
実
と
具
体
的
な
編
集
活
動
に
入
り

、
昭
和
六
十
二
年
に
ま
ず
美
術
学
校
篇
•

音
楽
学
校
篇
各
第
一
巻

を
、
平
成
二
年
に
演
奏
会
篇
第
一
巻
を
、
同
四
年
に
東
京
美
術
学
校
篇
第
二
巻
を
刊
行
し
た
。
今
回
は
東
京
美
術
学
校
篇
第
三
巻
を
刊
行
し
、
同
時
に
別
巻
と
し
て

『
上
野
直
昭
日
記
』
を
刊
行
す
る
。

資
料
の
提
供
と
協
力
を
仰
い
だ
諸
機
関
な
ら
び
に
卒
業
生
、
そ
の
関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
に
あ
っ
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
先
の
長
い
こ
の
仕
事
に

今
後
の
大
方
の
協
力
を
切
に
お
願
い
す
る。

平
成
九
年
三
月

東
京
芸
術
大
学
百
年
史
編
集
委
員
長

水

野

敬

三
郎
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